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カンボジア淡水養殖改善・普及計画カンボジア淡水養殖改善・普及計画

農農 村村 開開 発発 部部

プロジェクトの背景（基本情報）

国土面積：18.1万K㎡ 人口：1140万人

1人当たりGNI：310米ドル（2003年，世銀）

人間開発指数（２００２年）：0.568（175ヵ国中130位）

主要産業：農業（GDPの36％）

プノンペン
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JICAの対カンボジア援助重点分野

● グッド・ガバナンス

● 経済成長のための環境整備

● 経済・社会インフラの整備

● 保健医療の充実

● 教育の充実

● 農業・農村開発

● 地雷撤去・障害者支援

● 環境資源管理

カンボジアにおける農業・農村開発の現状

● 農業は、GDPの約４割を占める基幹産業

● 内戦により、灌漑水路などが破壊され、近代化が

著しく遅延

● 国民の８割は、農村部に居住

● 農村居住者の約4割は、貧困ライン（1日0.41米ドル）

以下の生活を営む

● 周辺アセアン諸国と比較し、米の生産性が低い

3.96.52.54.53.41.9

アジア平均（日本）タイベトナムラオスカンボジア

（カンボジア周辺アセアン諸国の水稲の単位収量 （トン/ha））

2002年 FAO統計
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カンボジアにおける水産業の現状

●周辺アセアン諸国と比較して、漁獲量・養殖量が少ない
→ 養殖量は最低（内戦による国土の荒廃、人材の不足、

乾季の旱魃と雨季の洪水が主な要因）

●殆んどの漁獲量は、トンレサップ湖及びメコン川
→ 湖や河川から離れている農村部では、水産物の供給量が不足

カンボジア周辺アセアン諸国の水産物生産量 （万トン）

8.4％18.0％25.5％64.5％3.3％養殖の割合
(対全生産量)

12.164.551.86.01.4養殖量

131.2292.1150.83.340.6漁獲量

ミャンマータイベトナムラオスカンボジア

2002年 FAO統計

● 養殖生産量の全漁業生産量に占める割合：3.3％

● 不十分な普及活動

● 農村部への種苗供給量の不足

カンボジアにおける養殖の現状

カンボジア第2次社会経済開発

5ヵ年計画（2001-2005年）では、

農村地域における小規模養殖の振興と
生産量の300％の増加が

目標のひとつにあげられている
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JICAの対カンボジア援助重点分野

「農業・農村開発」（プログラムツリー）

農業生産性
の向上

農産物流通
改善

農村開発の
推進

畜産業及び
漁業の振興

農業・農村開発

① ② ③ ④

2004年度
３案件実施

2004年度
６案件実施

2004年度
１案件実施

2004年度
２案件実施
（畜産１，水産１）

JICAの対カンボジア援助重点分野

「農業・農村開発」（2004年度案件実施状況）（１）

バッタンバン農業生産性強化計画
（技プロ）

農業技術
向上・普及
計画
（優先順位３）

農業アドバイザー（長期専門家）

プレクトノット川流域農業総合開発
計画調査（開調）

②農業生産性
の向上

カンダルストゥン灌漑施設改修
計画（無償）

潅漑技術センター計画（技プロ）

農地水資源アドバイザー
（長期専門家）

農業生産
基盤整備
計画
（優先順位２）

南部・中部村落給水計画（無償）

プノンペン市周辺村落給水計画
（無償）

三角協力プロジェクトマネージャー
（長期専門家）

農村開発
計画
（優先順位１）

①農村開発の
推進

20062005200420032002案件名プログラム名開発課題名

＊上表は、2004年度実施の技プロ・開調・無償・長期専門家派遣案件のみ抽出

緑色は、技プロ・開調・無償案件を示す
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JICAの対カンボジア援助重点分野

「農業・農村開発」（2004年度案件実施状況）（２）

④畜産業及び
漁業の振興

（水産）
漁業制度（長期専門家派遣）

（畜産）
タイ及び周辺国における
家畜疾病防除計画（広域技プロ）畜産・漁業

振興計画
（優先順位５）

公開籾市場整備計画調査（開調）

農産物流通・
収穫後処理
改善計画
（優先順位４）

③農産物
流通改善

20062005200420032002案件名プログラム名開発課題名

現在カンボジアから、水産養殖の支援

を強く要請されている

＊上表は、2004年度実施の技プロ・開調・無償・長期専門家派遣案件のみ抽出

緑色は、技プロ・開調・無償案件を示す

農村における生計向上のためのアプローチ

・ 乾季の旱魃と雨季の水害のため、稲作の生産性が低い
→ 灌漑面積は、稲作付面積の約23％

・ 乾季に水が確保しにくい → 米の二期作が困難

農村における生計の向上のためには
米の生産性の向上に加え、農家生計の多角化を図る必要がある

＜具体的方策＞

淡水養殖等を組み合わせた総合的な営農淡水養殖等を組み合わせた総合的な営農
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カンボジアに適合する低投入の淡水養殖

① 内陸の農村部でも、既存の水田・水路・ため池等

を活用して実施可能

→ 新鮮な食料が、身近に備蓄できる

② 生活残渣などの活用により、簡便に実施可能

→ 養豚・養鶏と組み合わせると、効果的

③ 農業（稲作）等と並行して実施可能

④ 短期間（約6ヵ月間）で、魚の育成が可能

⑤ 発展段階に応じて、現金収入源ともなる

→ 農家の生計の多角化に寄与

カンボジアにおける食生活の状況

● カンボジアにおける１日当たりカロリー供給量（Kcal／人／日）

2695.72937.12467.32566.22311.72045.8

（アジア）ミャンマータイベトナムラオスカンボジア

2002年 FAO統計

→ カロリー供給量は、カンボジア政府が定める1日当たり
必要摂取量 （2100 Kcal）よりも低く、周辺アセアン諸国と比べ、
栄養状況は最低

供給カロリーの増加と

栄養不足人口の削減が必要

● カンボジアの総人口に占める栄養不足人口の割合

16％７％19％19％22％38％

（アジア）ミャンマータイベトナムラオスカンボジア

2001年 FAO統計
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カンボジアにおける人口の推移見通し

栄養改善の対策が急務
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2002年統計による推測

カンボジアにおける栄養改善のためのアプローチ
● カンボジアにおける水産物の必要摂取量

安価なタンパク食料
である、淡水魚の
供給増大が必要

カンボジアにおける1人当たり水産物供給量
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供給量（Kg/人/年）

最適必要量（48.5Kg）↑

最低必要量（32.4Kg）↓

需給ギャップの
存在

48.5 Kg/人/年32.4 Kg/人/年22.9 Kg/人/年

最適必要摂取量*2

（必要タンパク質摂取の1/2=動物タンパク
動物タンパク質の3/4＝水産物）

最低必要摂取量*2

（必要タンパク質摂取の1/3=動物タンパク
動物タンパク質の3/4＝水産物）

現在供給量*1

出典： *1 FAO統計 2001年 *2   世銀APIP Technical Paper No.4 (2001)
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人間の安全保障の視点

● 農民の能力強化（エンパワメント）を重視

→ 農家経営の多角化の一環として養殖技術を普及し、農家

生計の向上を図るとともに、農民主体での養殖普及体制の

確立を目指す。

● 農民の栄養改善を重視

→ 養殖技術の普及により、農村部に重要な動物タンパク

食料である淡水魚を供給し、需給ギャップを緩和し、

農民の栄養改善を目指す。

● 最貧農民にも裨益する活動を重視

→ 共有池を活用した資源増殖活動を実施し、土地を持たない

最貧農民
（注）

も、淡水魚を自給できる仕組み作りを目指す。
（注）土地なし最貧農民 ： 小作農民及び季節雇いの農業労働者

本プロジェクトの目的・内容

＜目的＞
プロジェクト対象地域において、小規模の種苗生産技術
及び養殖技術が広く普及する。

● 協力期間：２００５年１月～２０１０年１月（５年間）

● 協力総額：約5.5億円

＜内訳＞ ・ 専門家派遣経費 約3.5億円
（滞在型：3名， 短期：約3名/年）

・ 施設・機材関係費 約0.5億円
・ プロジェクト活動費 約1.0億円
・ 研修員受入れ経費 約0.5億円
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本プロジェクトの対象地域の検討（1）

● 治安状況から検討

出典：JICA安全管理情報

トンレサップ湖

メコン川

バッタンバン市

アンコールワット

赤色部分は、
JICA安全対策措置上
渡航要検討地域

● 栄養状態から検討

出典：州別幼児（６～59月齢）平均体重

（FAO ”Nutrition Country Profile – CAMBODIA” 1999年）

トンレサップ湖

メコン川

本プロジェクトの対象地域の検討（2）

黄色部分は、
幼児の栄養状態が
平均以上の州
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● 養殖技術の普及状況から検討

出典：州別年間養殖生産量（カンボジア農林水産省 2000年）

トンレサップ湖

メコン川

本プロジェクトの対象地域の検討（3）

緑色部分は、
年間養殖生産量が
平均以上の州

本プロジェクトの対象地域

カンボジア南部４州

（プレイヴェン州・タケオ州・カンポット州・カンポンスプー州）

トンレサップ湖

メコン川

● 以上を総合的に勘案し、本プロジェクトの対象地域を選定
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本プロジェクト活動の概要

● 種苗生産農家（地域普及の中核）
→ 専門家と地域普及員が、既存養殖農家に対して養殖技術の

指導を行い、種苗生産農家を抽出・育成する。

● 新規養殖農家（生計の多角化）
→ 新たに育成される種苗生産農家から種苗の供給を受けて、

その養殖に取り組む新規養殖農家を支援する。

● 土地なし最貧農民（栄養の改善）
→ 土地を持たない最貧農民に、食料としての魚類を安定的に供給

するため、共有池を活用した資源の増殖管理を支援する。

（１）種苗生産農家の育成

（２）新規養殖農家の育成・支援

既存養殖農家
（約2000戸）

種苗生産農家

（目標 20戸）

地域
普及員

抽出・育成

（約 20戸）

新規養殖農家
（目標2400戸）

養 殖 普 及
（120戸 / 種苗生産農家）

種苗生産農家

小規模養殖の普及体制の形成

地域
普及員

（約20名）

（100養殖農家 / 普及員）
（1 種苗生産農家 / 普及員）
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小型産卵水槽

小型ふ化槽

地域の種苗生産農家の例

小規模養殖農家の養殖池の例
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土地なし最貧農民に対する魚類の安定供給

土地なし
最貧農民

（約2000戸）

村落の共有池
（約20池）

魚類増殖活動 魚類の安定供給

地域
普及員

（100戸 / 池）

JICAプロジェクト

種苗等提供

プロジェクト期間中に

自家種苗生産に転換

慣習的に、共有池内の魚は
土地なし最貧農民の貴重なタ
ンパク源となっている。

共有池の管理手法

乾季 雨季

共有池 共有池

● 共有池の中に、親魚や種苗を投入

● 産卵床等を設置

● 池での再生産活動を促進

● 雨季の氾濫により、周辺の稲田に

魚が移動

● 産卵床を設けて、稚魚を保護

● 竹垣を設置し、親魚を確保
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共有池の一例 雨季に冠水する
共有池周辺の稲田

共有池

雨季の冠水の様子 冠水した稲田で魚を獲る子供

パンガシウス（ナマズの一種）

プンティウス（コイ科）

ティラピア

コイ

本プロジェクトの養殖対象魚種
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プロジェクトの成果

＜長期的効果＞
● 高い自立発展性
→ 商業インセンティブが働く種苗生産農家を主体とする

農民間の養殖普及ネットワークの形成
● 食料安全保障の促進
→ 栄養不足人口の減少と摂取カロリーの増加
● 人間の安全保障の促進
→ 土地を持たない最貧農民にも裨益効果

＜即効的効果＞
● 淡水養殖は、低投入で簡便であるため、農業と並行

して実施でき、農村部における淡水魚の需給ギャップ
の緩和と栄養の改善に寄与する。

プロジェクト実施後の農村イメージ

カンボジア水産局作成
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